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１．緒　言
　高齢者人口の増加に伴い尿失禁者も増加して、現











































松永美輝恵 *　井関智美 **　田内雅規 ***
要旨　感度の異なる２種類の排尿検知装置を作製して、設定感度差と実際の排尿検出感度の関係を明らかに
し、実用化に向けた検討を行った。尿とりパッド内の導電性繊維束の配置を変えることによって高感度と低感
度の 2 種類の排尿検知装置を作製した。それらを高齢者介護施設に入所する尿失禁者各 5 名に装着し、４～ 11
日間日勤帯に計測を行った。排尿検知後直ちにおむつ交換を行い、検知時間と尿量を記録した。性能試験によ
る排尿検知装置の最小検知尿量は、高感度装置では 10g、低感度装置は 30g であった。一方、臨床試験による
評価では高感度装置が 10g と同量であったが、低感度装置は 73g であった。排尿量 100g 以下における検知傾





















































抗値 110 ｋΩ以下）で、また低感度装置（図 1B）








×幅 15㎜、重さ 42g であり、尿とりパッドの導電
性繊維を挟む受け金具 3 箇所、ボタン電池収納ボッ
クス、電子回路基板からなっている。一方、低感度














          
           
             
図 1 高感度（A）及び低感度（B） 排尿検知装置 















（線間距離各 55 ㎜） （線間距離各 40 ㎜）
A B 
尿 と り パ ッ ド  尿 と り パ ッ ド  












平均年齢 84.2 ± 8.7 歳、平均体重 38.4 ± 2.1kg、要
介護度は全員が 5 であった。一方、低感度装置の臨
床試験対象者 5 名（女性）は、平均年齢 88.4 ± 11.9
歳、平均体重 38.8 ± 6.5kg、平均要介護度 4.4 であっ
た。
２．２．２　試験期間
　試験期間は、高感度装置の臨床試験が 2006 年 6
月（試験対象者 1 名あたり 5 ～ 7 日間）、低感度装
置の臨床試験は、2009 年 3 月～ 8 月（試験対象者 1




































*以下の図表（図 4 枚、表 5 枚）をできるだけ原寸大で本文に入るようにお願いします。 
*図のタイトルは図の下にきますが、表のタイトルは表の上になります。 
 





















性別 年齢 体重 要介護度 日常生活自立度（*）
日常生活
自立度（**）
A 女 99 38 5 C-2 Ⅳ
B 女 82 36 5 C-2 M
C 女 84 37 5 C-2 Ⅱa
D 女 77 40 5 C-2 M
E 女 79 41 5 C-2 Ⅳ
平均 84.2±8.7 38.4±2.1 5.0
F 女 89 48 5 C-2 M
G 女 78 36 5 C-1 Ⅱｂ
H 女 107 37 4 C-2 Ⅱｂ
I 女 78 42 3 B-2 Ⅱa
J 女 90 31 5 C-2 Ⅲｂ















































したおむつ交換試験対象者 5 名では、述べ 32 日間
で 80 回検知し、１日当たりの検知回数は 12.5 回、
対象者一人の１日当たり回数の平均は 2.6 ± 1.3 回
であった。対象者別に検知回数をみると、A 者は１
日あたり 3.2 回、B 者は 3.2 回、C 者は 1.8 回、D 者
は 2.0 回、E 者では 2.9 回であった。一方、低感度
装置の対象者 5 名の合計検知回数は、述べ 29 日間
で 45 回検知し、１日当たりの検知回数は 7.8 回で、
対象者一人の 1 日当たりの排尿回数は平均 1.4 ± 0.8
回であった。個別にみると、１日あたり F 者は 1.7













の 場 合 A 者 は 120.4 ± 56.0g、B 者 は 222.1 ± 93.6
ｇ、C 者は 173.2 ± 77.2g、D 者は 159.0 ± 73.1g、E
者は 134.7 ± 60.9g で、対象者 5 名の平均は 162.1 ±
81.6g で、平均の最小は E 者の 134.7g、最大は B 者
の 222.1g で 87.4g の差があった。
　一方、低感度装置の場合、F 者は 197.4 ± 125.7g、
G 者は 160.8 ± 41.2g、H 者は 227.2 ± 16.8g、I 者は
198.6 ± 39.1g、J 者は 162.9 ± 44.1g で、対象者 5 名
の平均は 180.1 ± 61.0g であり、平均の最小は J 者






































表 2 2 種類の排尿検知装置の最小検知尿量と設定閾値 
           
 最 小 検 知 尿 量 （ g）
閾 値  
（ KΩ ）
 
性 能 測 定
試 験  臨 床 試 験
高 感 度 装 置  10 10 110 




























A 者は 29g、B 者は 74g、C 者は 80g、D 者は 46g、
E 者は 10g で、平均 47.8 ± 29.6g であった。一方、
低感度装置では、F 者は 73 ｇ、G 者は 114 ｇ、
H 者は 201g、Ｉ者は 160g、Ｊ者は 114g であ












　表４に 1 ～ 420g 迄の尿量別にみた期間内の
排尿検知回数と 1 日当たりの排尿回数を示し
た。同表をみると、高感度装置において最も
多く検知しているのは 121 ～ 140g 区分の 10
回（12.5％）、次いで 101 ～ 120g 区分（11.3％）
と 141 ～ 180g の連続した 2 区分（それぞれ
11.3％）の各 9 回で、合計３区分であった。検知回
数は 221g 以上で少なくなっていた。高感度装置で
は 101 ～ 220g の範囲で特に多く検知していること
がわかった。一方、低感度装置で最も多く検知して
いたのは 141 ～ 160g と 201 ～ 220g の計２区分の７
回であり、次いで 221 ～ 240g 区分の 6 回であった。































A 3.2±2.1 120.4±56.0 29-212
B 3.2±1.0 222.1±93.6 74-361
C 1.8±1.0 173.2±77.2 80-360
D 2.0±1.1 159.0±73.1 46-345
E 2.9±0.7 134.7±60.9 10-270
平均 2.6±1.3 162.1±81.6
F 1.7±0.8 197.4±125.7 73-430
G 1.6±0.6 160.8±41.2 114-236
H 1.2±0.8 227.2±16.8 201-248
I 1.0±0.7 198.6±39.1 160-259




















検知回数 検知割合 検知回数 検知割合 
1～ 20 2 2.5 0 0.0 
21～ 40 1 1.3 0 0.0 
41～ 60 2 2.5 0 0.0 
61～ 80 7 8.8 1 2.2 
81～ 100 4 5.0 1 2.2 
101～ 120 9 11.3 4 8.8 
121～ 140 10 12.5 5 11.1 
141～ 160 9 11.3 7 15.6 
161～ 180 9 11.3 5 11.1 
181～ 200 7 8.8 3 6.7 
201～ 220 8 10.0 7 15.6 
221～ 240 1 1.3 6 13.3 
241～ 260 0 0.0 3 6.7 
261～ 280 2 2.5 1 2.2 
281～ 300 3 3.8 0 0.0 
301～ 420 6 7.5 2 4.4 






























置が 121 ～ 141g、低感度装置が 141 ～ 160g と 201
～ 220g）を基準（100％）としてプロファイルの傾
向を比較したものである。同図で明らかなように、
排尿量 100g 以下に着目すると、高感度装置では 1
～ 20g の区分まで漸減して行くが、低感度装置では
100g 以下全体としても割合が低く、また 60g 以下







は 71 ～ 80g で 6 回、次いで 91 ～ 100g で５回検知
しており、21 ～ 30g と 11 ～ 20g で各 1 回、また極
少量の１～ 30g 区分での検知も 1 回あった。一方、
低感度装置は 1 ～ 70g までの区分では排尿検出は見





































































検 知 尿 量 （ g）
高 感 度 装 置  
低 感 度 装 置  
図３　２種類の排尿検知装置使用時の20g尿量区分別にみた検知率
     
              
              
 

































検 知 尿 量 （ g）
排尿検知率（％）
 




表 5 2 種類の排尿検知装置使用時の 100g 尿量区分ごとの検知回数 
 
検 知 尿 量（ g） 
区 分  
高 感 度 装 置  低 感 度 装 置  
検 知 回 数 検 知 率 検 知 回 数 検 知 率
１～100 16 20.0 2 4.4 
101～200 44 55.0 24 53.3 
201～300 14 17.5 17 37.8 




























100g 以下、101 ～ 200g、201g 以上に３区分して検
討した。
　表５に示すように、検知回数は 101 ～ 200g 区分
が両装置とも最も多く、高感度装置では 1 ～ 100g
と 201 ～ 300g 区分がほぼ同じであった。しかし、
低感度装置では 201 ～ 300g 区分が 101 ～ 200g 区分










































































































































































































11 ） 新 井 明 子， 小 泉 美 佐 子， 斎 藤 喜 恵 子 ほ か
（2007）．尿失禁患者に対する排尿モニタリングの
有用性と排尿自立に向けた援助—脳梗塞患者１事










Development of the devices having different sensitivity in urinary 
detection and clinical trial in the nursing home
MIKIE MATSUNAGA*，SATOMI ISEKI**，TAUCHI MASAKI***
     * Graduate Course of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University, 111 Kuboki, Soja, Okayama 
719-1197 Japan
  ** Department of Community Welfare, Niimi College, 1263-2 Nishigata, Niimi, Okayama, 718-8585 Japan
*** Graduate School of Health and Welfare Science, Department of  Health and Welfare, Okayama prefectural 
University, 111 Kuboki, Soja, Okayama, 719-1197 Japan
Abstract　We have developed two apparatus having different sensitivities to detect urination. They were 
applied to the elderly living in nursing homes to study the performance in the practical condition.　
To realize different sensitivities of the apparatuses, the number and the position of electro-conductive 
fibers inserted within the diaper were arranged. Each of them was applied to the elderly showing urinary 
incontinence for 4 to 11 days in the daytime. Right after the detection of urination, the time and the weight 
of urine were measured.
In the experimental condition, detectability of the low and high sensitive apparatus were 10g and 30g 
respectively. In the practical conditions measured at the nursing home, they were 10g and 73g respectively. 
When the detection tendency in the amount of urination of 100g or less was examined, it was 17 times （21.3%） 
among 80 times with high sensitivity apparatus, but with low sensitivity equipment, they were only two 
detections （4.5%） among 44 times.
From the results, it was found that there is substantial sensitivity difference between experimental and 
practical conditions. This could be accounted for the scattering of position of urination in the practical 
condition. It, however, appeared that, as the situation demands, these two apparatuses are still useful for 
using in nursing home or for research purposes.
 
KeyWord：Urinary detection apparatus，Sensitivity，Nursing home，Incontinence，elderly care
62
